
２ 級 【商業簿記】弱点克服 セ ミ ナ ー

～ 2級の弱点克服は3級がカギ！！～

担当講師：上原 康司



２０２１年６月

３・２級
統一試験も
新形式になる

３級：６０分
２級：９０分

２０１９年４月

３級の内容を
『株式会社』に変更

２０２０年１２月

３・２級に
『ネット試験』 追加
新形式で開始

日商簿記検定 最近の変更点

2016年４月

２級の内容を
大幅改訂開始
(2018年度まで
3回に分けて）

2017年４月

２級に連結会計
資本連結～未実現
損益の消去(ダウン)
・・・出題は11月から

2018年４月

２級に連結会計
未実現損益の消去(アップ)



合格のポイント ～２級の学習範囲をまんべんなく～

【商業簿記】

第１問 （２０点） 仕訳問題 （＠４点×５題）

第２問 （２０点） 連結会計 ・ 個別論点

第３問 （２０点） 個別決算 ・ 本支店会計

【工業簿記】

第４問 問１ （１２点） 仕訳問題

問２ （１６点） 個別原価計算，総合原価計算

第５問 （１２点） 標準原価計算，直接原価計算・CVP分析

論点毎の 期中仕訳 ～ 決算整理仕訳
（複数会計期間にわたることもあり）

一つの会社の決算。 会社の集まり（グループ）での
決算は 第２問 “連結会計”

費目別、個別・総合原価計算、標準原価計算、
本社工場会計 など



２級学習開始前に３級知識が必要

３級合格レベル（２級のスムーズな学習のため）

【注】 ３級合格は２級の学習開始・受験の要件ではありません

《例》 ◆ 総勘定元帳の記帳（期中～締め切り 等）

◆ 商品有高帳の記入

２級では

２級では

第２問 ２０点問題 ： 答案用紙が総勘定元帳

第２問 ２０点問題 ： 商品売買

※ ３級の本試験 第２問の出題内容を学習しましたか？



◆ ３級の商品売買取引で解説を・・・



会計期間

期中の手続きと
決算の手続き

会計期間

期首
期末期首

期末



期中の手続き
＝取引発生時に

記録

収益・費用

資産
負債・純資産

当期１年間だけの金額

決算日時点の金額

当期前期 次期・翌期

決算整理仕訳

損益計算書

当期１年間だけの金額

貸借対照表

決算日時点の金額

期中

決算の手続き
＝当期１年間のみの収益・決算日時点の
資産・負債・純資産になるように変える

決算日



Ⅰ 帳簿に区切りをつけ（＝締め切り）

Ⅱ 財務諸表を作成する ・・・一連の手続き

1.決算整理前T/B

2.決算整理仕訳

3.決算整理後T/B ① 損益勘定の設定

4.帳簿の締切・・・・ ② 収益と費用の勘定残高を①へ振替

5.財務諸表作成 ③ ②の貸借差額を繰越利益剰余金勘定へ

④ 帳簿を締め切る

決算の手続き



決算整理 前 残高試算表

（３級)

借 方 勘 定 科 目 貸 方

13,000 繰越商品

22,000 仕 入

繰越商品 仕 入

前期繰越 13,000
当期仕入

22,000

１．決算日の総勘定元帳（決算整理前）

２．決算整理前残高試算表



Ⅰ 帳簿に区切りをつけ（＝締め切り）

Ⅱ 財務諸表を作成する ・・・一連の手続き

1.決算整理前T/B

2.決算整理仕訳

3.決算整理後T/B ① 損益勘定の設定

4.帳簿の締切・・・・ ② 収益と費用の勘定残高を①へ振替

5.財務諸表作成 ③ ②の貸借差額を繰越利益剰余金勘定へ

④ 帳簿を締め切る

決算の手続き



決算整理 前 残高試算表

借 方 勘 定 科 目 貸 方

13,000 繰越商品

22,000 仕 入

期首商品棚卸高

当期仕入仕入高

繰越商品 仕 入

前期繰越 13,000
当期仕入

22,000

売上原価 25,000

（３級の場合）決算において、仕入勘定で売上原価を計算する。
期末商品棚卸高は￥10,000であった。

１．決算日の総勘定元帳（決算整理前）

２．決算整理前残高試算表

期末商品棚卸高 10,000

３．決算整理



決算整理前残高試算表

（３級の場合）決算において、仕入勘定で売上原価を計算する。期末商品棚卸高は￥10,000であった。

借 方 勘 定 科 目 貸 方

13,000 繰越商品

22,000 仕 入

売上原価＝期首商品棚卸高＋当期商品仕入高－期末商品棚卸高

13,000 22,000 10,00025,000

期首商品

当期仕入

繰越商品 仕 入

期首商品 13,000 期首商品 13,000

期首商品

13,000

当期仕入

22,000

期末商品

10,000

期末商品 10,000

∴売上原価 25,000

期末商品

３．決算整理



（解説：売上原価）
決算整理前残高試算表

借 方 勘 定 科 目 貸 方

13,000 繰越商品

22,000 仕 入 当期商品仕入高

期首商品棚卸高

前期繰越 13,000 期末商品
10,000

繰越商品 仕 入

期首商品 13,000

期首商品
13,000

当期仕入
22,000

期末商品 10,000
∴売上原価

25,000

∴期末商品
棚卸高
25,000

売上原価＝ 期首商品棚卸高 ＋ 当期商品仕入高 － 期末商品棚卸高期首商品棚卸高 当期商品仕入高 期末商品棚卸高

売上原価



借方科目 金 額 貸方科目 金 額

仕 入 13,000 繰越商品 13,000

繰越商品 10,000 仕 入 10,000

（解説：仕訳） 決算整理前残高試算表

借 方 勘 定 科 目 貸 方

13,000 繰越商品

22,000 仕 入

〖答〗決算整理仕訳

当期商品仕入高

期首商品棚卸高

前期繰越 13,000 期末商品
10,000

繰越商品 仕 入

期首商品 13,000

期首商品
13,000

当期仕入
22,000

期末商品 10,000
∴売上原価

25,000

∴期末商品
棚卸高
25,000



繰越商品 仕 入

期首商品 13,000 期首商品 13,000

期首商品

13,000

仕入 22,000

期末商品

10,000

期末商品 10,000

∴売上原価 25,000

期末商品

借方科目 金 額 貸方科目 金 額

仕 入 13，000 繰越商品 13，000

繰越商品 10,000 仕 入 10,000

（解説：転記）

繰越商品 仕 入

前期繰越 13,000 13,000仕 入

仕 入 繰越商品

現 金

13,00010,000

22,000 10,000繰越商品

借方科目 金 額 貸方科目 金 額

仕 入 22,000 現 金 22,000

期中取引

決算整理仕訳



勘定科目
試算表 修正記入 損益計算書 貸借対照表

借 方 貸 方 借 方 貸 方 借 方 貸 方 借 方 貸方

繰越商品 13,000 10,000 13,000 10,000

仕 入 22,000 13,000 10,000 25,000

繰越商品 仕 入

期首商品 13,000 期首商品 13,000

期首商品
13,000

当期仕入

22,000

期末商品

10,000

期末商品 10,000

∴売上原価 25,000

期末商品

＝当期仕入

借方科目 金 額 貸方科目 金 額

仕 入 13，000 繰越商品 13，000

繰越商品 10,000 仕 入 10,000

（解説：精算表）



参考：２級の範囲

期 末 商 品 の 評 価 を行う

売上原価の計算に加えて



次の資料に基づいて、精算表（一部）を作成しなさい。
売上原価は仕入勘定で計算する。なお、棚卸減耗損及び商品評価損は売上原価に算入しない。
（資料）

期末商品帳簿棚卸高 200個 単価（原価） 50円
期末商品実地棚卸高 190個 単価（正味売却価額）40円

勘定科目
試 算 表 修 正 記 入 損益計算書 貸借対照表

借 方 貸 方 借 方 貸 方 借 方 貸 方 借 方 貸方

繰越商品 13,000

仕 入 22,000

精 算 表

売上原価の計算と期末商品の評価



前の資料①に次を追加する。
（資料）

期末商品帳簿棚卸高 200個 単価（原価） 50円
期末商品実地棚卸高 190個 単価（正味売却価額）40円

繰越商品

4/1 前期繰越 13,000 資 産 金 額

商 品 ？ ？

貸借対照表

3/31 仕入 13,000

3/31 仕 入 10,000

期末実地棚卸高

期末帳簿棚卸高

〖帳簿〗棚卸高を【実地】棚卸高に
“なるように修正”する ⇒ 決算整理仕訳

売上原価の計算後の勘定記入



期末商品帳簿棚卸高 200個 単価（原価） 50円
期末商品実地棚卸高 190個 単価（正味売却価額）40円

貸借対照表
流動資産 “商品”

13,560

棚卸減耗損
500

商品評価損
1,900

原価 ＠50

正味売却価額 ＠40

実地 190個 帳簿 200個

帳簿棚卸高
10,000

期末商品の評価

B/S 流動資産

“商品”7,600



繰 越 商 品

4/1 前期繰越 13,000 3/31 仕入 13,000

3/31 仕 入 10,000

借方科目 金 額 貸方科目 金 額

棚卸減耗損 500 繰越商品 500

商品評価損 460 繰越商品 460

棚卸減耗損
500

商品評価損
1,900

原価 ＠50

正味売却価額
＠40

実地
190個

帳簿
200個

帳簿棚卸高
10,000

決算整理仕訳

棚卸減耗損
500

商品評価損
1,900

“次期繰越”
＝B/S 流動資産
“商品”7,600

B/S 流動資産
“商品”13,560

１

２

１

１

２

２

期末商品帳簿棚卸高 200個 単価（原価） 50円
期末商品実地棚卸高 190個 単価（正味売却価額）40円

期末商品の評価 （棚卸減耗損と商品評価損は売上原価に算入しない）

借方科目 金 額 貸方科目 金 額

仕 入 13,000 繰越商品 13,000

繰越商品 10,000 仕 入 10,000



勘定科目
試算表 修正記入 損益計算書 貸借対照表

借 方 貸 方 借 方 貸 方 借 方 貸 方 借 方 貸方

繰越商品 12,000 15,750 12,000 13,560

630

1,560

棚卸減耗損 630 630

商品評価損 1,560 1,560

繰越商品

期首商品 12,000 期首商品 12,000

期末商品 15,750

期末商品実地棚卸高 ＝ 次期繰越

借方科目 金 額 貸方科目 金 額

棚卸減耗損 ６３０ 繰越商品 ６３０

商品評価損 １，５６0 繰越商品 １，５６０

棚卸減耗損 630

商品評価損 1,560

期末商品の評価



Ⅰ 帳簿に区切りをつけ（＝締め切り）

Ⅱ 財務諸表を作成する ・・・一連の手続き

1.決算整理前T/B

2.決算整理仕訳

3.決算整理後T/B ① 損益勘定の設定

4.帳簿の締切・・・・ ② 収益と費用の勘定残高を①へ振替

5.財務諸表作成 ③ ②の貸借差額を繰越利益剰余金勘定へ

④ 帳簿を締め切る

決算の手続き



決算振替仕訳・帳簿の締め切り

２級では第２問の答案用紙に多い



残高ゼロ

費用 の勘定 損 益 収益 の勘定

残高ゼロ

費用合計 収益合計

当期純利益

繰越利益剰余金

当期純利益

当期純利益

残高ゼロ

損益勘定の設定～

借方科目 金 額 貸方科目 金 額

収益の勘定 損 益

決算振替仕訳

損 益 費用の勘定

損 益 繰越利益剰余金



帳簿の締め切り ⇒ Excelで共有



工業簿記の内容

製品の製造原価を計算 ⇒ 記帳 ⇒ 財務諸表の作成

受注生産 ： 個別原価計算

大量生産 ： 総合原価計算

目標設定 ： 標準原価計算（原価の管理）

経営計画 ： 直接原価計算（利益計画）

勘定連絡図は、３級の
『振替仕訳』と転記の連続



借方科目 金 額 貸方科目 金 額

仕 入 13,000 繰越商品 13,000

（解説：振替仕訳）

前期繰越 13,000

繰越商品 仕 入

期首商品 13,000

期首商品
13,000

当期仕入
22,000



引き続き

◆ TAC事務局からのお知らせ

◆ Q ＆ A





★TAC 簿記検定 直前対策 サイト
https://www.tac-school.co.jp/kouza_boki/boki_crs_chokuzen.html

★TAC 簿記検定 教室講座日程表 サイト
https://www.tac-school.co.jp/kouza_boki/boki_nittei.html

★TAC セミナー/講座説明会/体験入学 案内サイト
https://www.tac-school.co.jp/guidance.html

★TAC 検定・資格＆仕事紹介セミナー 案内サイト
https://www.tac-school.co.jp/west/s.html

★ TAC 個別受講相談予約（西日本地区） サイト
https://www.tac-school.co.jp/west/soudan.html

★ TAC 経理実務/税法実務/経営法務講座 サイト
https://www.tac-school.co.jp/kouza_jitumu.html

https://www.tac-school.co.jp/kouza_boki/boki_crs_chokuzen.html
https://www.tac-school.co.jp/kouza_boki/boki_nittei.html
https://www.tac-school.co.jp/guidance.html
https://www.tac-school.co.jp/west/s.html
https://www.tac-school.co.jp/west/soudan.html
https://www.tac-school.co.jp/kouza_jitumu.html

